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本事業への申請理由

①本事業に対する取り組み姿勢
　2021年に開催された東京2020オリンピックを経て海外から日本文化への注目が集まる昨今、次代を
担う子供たちが自国の文化に新たな理解を深め・親しみを持ちながら体験出来る公演内容を提案いたします。
　2020年2月から流行し始めた新型コロナウイルス感染症の影響で、子供たちが生の文化芸術に触れ合う機会は
益々減少しています。人との距離を取らなければならない「新しい生活様式」が普及するいま、
「音楽」を通じて、相互の関係を捉え、自分で考え、言葉で表現し、対話などのコミュニケーションを図りながら学ぶ
機会を創出します。
演奏団体としての特色を生かし、「児童生徒の発達支援」の一端を担い、学校教育での学びを更に進化させられる
契機を作ります。
子供たちの心を育む「音楽芸術」は、不要不急ではなく今こそ必要不可欠です。日本の文化芸術底上げのために
も、本事業を継続して実施することが最も重要であり、本事業の目的である「次代を担う子供たちの豊かな創造力・
想像力・思考力・コミュニケーション能力などを養う」ことを再認識し、新しい時代の社会に必要となる資質・能力の
育成を図れるような公演を目指します。

◆音楽普及活動・未来の聴衆育成のために
　本事業の目的でもある子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成を図るため、児童・
生徒と積極的な対話をしながら、オーケストラで使用される楽器の仕組みや演奏方法、音の大きさなどを知ること
で、「本物」の音楽（芸術作品）への好奇心、探究心を育むことを目指します。
　
◆ワークショップ
　５名の小編成によるワークショップを行います。オーケストラの楽器や音色、クラシック音楽の成り立ちについてア
プローチし、オーケストラやクラシック音楽への興味関心を高め、“音楽をやってみたい“という「主体的学び」の場と
なるよう構成します。
　小学校ワークショップの課題である歌詞作成（音楽と言語能力の育成、言語表現）、ボディパーカッション（音楽と
身体表現）では、音楽と他分野との関わりの理解の上に「オーケストラの演奏に合せて歌う」という他者と協働しなが
らの音楽表現を生み出せるようにします。
　中学校ワークショップでは、日本の年末の風物詩とも言えるベートーヴェン交響曲第9番で最も有名な第4楽章を
ドイツ語（原語）で歌唱します。第二外国語であるドイツ語を「聴き」、声に出して「読み」、「歌う」事で、他国文化へ
の理解を深めます。
　生徒が主体的に参加し、仲間と協力して取り組めるようサポートします。

◆本公演（コンサート）
　本公演では様々な国の作曲家の音楽に触れながら、文化の違いや表現方法の違い等、
　世界の多様な価値を体感できるよう工夫したプログラムを取り上げます。
　ワークショップの課題では、児童・生徒が協力しながら創り上げる協働的な学習体験により、
　創造力、発想力、思考力、コミュニケーション力を養うことを目指します。
　こうしたワークショップ～本公演において、子供たち同士が「連携・協働・共有」を体験し、
　音楽がコミュニケーションを図る一つの手段となることの理解を促し、社会において必要な
　資質・能力を育み、未来の創り手となる人間形成に幅広く活用できるような深い学びの場と
　なることを目指します。

○音楽を通して、社会に対応できる主体性、協調性、社会性を高めることを促します。
○演奏者と聴衆が空間を共有し、心を通わせた時に初めて成立する芸術＝音楽芸術である
　 事を体感していただきます。
○オーケストラを通して、クラシック音楽がより身近に感じ、広く普及することを目指します。

②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫
別添

A区分・B区分・C区分共通

本事業への申請理由

No.4(実演芸術)

東京フィルハーモニー交響楽団【公演団体名



B区分で事業を実施するに当たっての工夫や実施体制 】

B区分のみ

B区分で事業を
実施するに当たっての

工夫や実施体制

ⅰ) Ｂ区分に申請する理由
　当団は2014年から1度の採択期間延長を経て、2度のB区分採択をいただき、Aブロックを
　担当してまいりました。
　8年にわたり、同じ地域で巡回公演事業を実施できたことで、地域ごとの特徴や特色を
　深く理解することに繋がり、学校や地域での信頼関係構築に役立ち、円滑なコミュニケー
　ションを取り、B区分団体に課せられた、本事業の広報を幅広く達成いたしました。
　本事業の目的達成ならびに、コロナ禍で冷え込んだ全国の子供たちの文化芸術鑑賞機会
　を再構築するためには、地道なアプローチが必要となります。
　直接的に学校や自治体等に働きかけ、成果を検証できることは、私たちが目標の一つに
　掲げる「オーケストラを通して、クラシック音楽がより身近に感じ、広く普及すること」へも
　共通します。
　時代を担う子供たちが等しく芸術に触れる機会を得られるよう、尽力したい所存です。
　そのため、複数年度採択であるB区分を希望いたします。

ⅱ) 複数年にわたり同じ地域で実施する上での工夫や，公演及びワークショップの質を向上させるための
工夫
　・本企画の目的は、一過性の活動で達成できるものではなく、同一地域に継続的かつ
　　密着型の活動を行うことにより、文化芸術を身近なものと捉え、協同しながら主体的にも
　　発信できるようになります。このような音楽の持つ力、効果を浸透させるためには複数年の
　　時間が必要とされます。
　・「どのように学び」、「何が出来るようになるか」を、本公演の一連の流れによって完結する
　　内容とし、より具体的に構築します。
　・児童と演奏者の積極的な交流を図り、演奏者となった動機や経験を聞くことで、「音楽家
　　（演奏家）」が将来の職業としての選択肢の一つとなりうることを知る機会となることを
　　目指します。
◆映像作成によるアプローチ：別添
　
ⅲ) Ｂ区分団体が行う業務について（「6．Ｂ区分の団体のみが行う業務について」参照）の具体的な実施
体制
　事前・事後調査
　担当地域の都道府県・市区町村の教育委員会の事業担当者、採択校の校長先生など
　継続的に訪問、もしくは密な連絡を取り合い、事業普及のために検証・分析を行います。
　
　広報活動
　これまで実施してきた、地域のマスメディアを巻き込んだ広報宣伝活動に加え、インター
　ネット等の情報通信技術を活用した広報を行います。
　広報宣伝活動は、可能な限り学校と協働して実施します。

　日本全国の子供たちへ広く文化芸術鑑賞が可能となるよう、学校、地域、実演団体等の
　架け橋となる活動をいたします。

【公演団体名 東京フィルハーモニー交響楽団

No.5実演芸術)
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や
く 躍
を
え
が
い
た
オ
ペ
ラ
か
ら
。幕ま

く

あ
け
前ま
え

に
演え
ん
そ
う 奏
さ
れ
る「
序じ
ょ
き
ょ
く 曲
」の
最さ
い
ご 後

に
流な
が

れ
る
有ゆ
う
め
い 名
な
音お
ん
が
く 楽
で
す
。ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
始は
じ

ま
り
、馬う

ま

に
乗の

っ
て

か
け
て
い
く
よ
う
な
行こ
う
し
ん
き
ょ
く

進
曲
が
、さ
っ
そ
う
と
く
り
広ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
作さ
っ
き
ょ
く
か

曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
2
0
0
年ね
ん

以い
じ
ょ
う 上
前ま
え

に
書か

い
た
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音お
ん
が
く 楽
を

代だ
い
ひ
ょ
う 表
す
る
1
曲きょ

く

。最さ
い
し
ょ 初
の“
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ー
ン
”と
い
う
音お
と

の
動う
ご

き
を
、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
弟で

し 子
に「
運う
ん
め
い 命
は
こ
の
よ
う
に
し
て
と
び
ら
を
叩た
た

く
」と
説せ
つ
め
い 明
し
た
と
伝つ
た

え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、『
運う
ん
め
い 命
』
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
そ
の
4
つ
の
音お
と

だ
け

で
作つ
く

ら
れ
て
い
る
の
も
、こ
の
曲きょ
く

の
す
ご
い
と
こ
ろ
。今こ

ん
か
い 回
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
練れ
ん
し
ゅ
う 習
し

た“
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
”で
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
表ひ
ょ
う
げ
ん 現
し
ま
し
ょ
う
！

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
作さ
っ
き
ょ
く
か

曲
家
シ
ベ
リ
ウ
ス
が
書か

い
た
、熱あ

つ

く
力ちか
ら 強づ
よ

い
作さ
く
ひ
ん 品
。ほ
か
の
国く
に

に
支し
は
い 配
さ
れ
て

き
た
国こ
く
み
ん 民
の
心ここ

ろ を
大お
お

い
に
勇ゆ
う
き 気
づ
け
た
こ
の
曲きょ

く は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
第だ
い

2
の
国こ
っ
か 歌
と
し
て
愛あ
い

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。美うつ

く し
い
中ち
ゅ
う
か
ん
ぶ

間
部
に
は
、い
く
つ
か
の
歌か

し 詞
が
付つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今こ
ん
か
い 回
は
、み
ん
な
で
作つ
く

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌か

し 詞
で
気き

も 持
ち
を
込こ

め
て
い
っ
し
ょ
に
歌う
た

い
ま
し
ょ
う
。

ロ
ッ
シ
ー
ニ（
17
9
2
-1
8
6
8
）：

歌か
げ
き 劇『
ウ
ィ
リ
ア
ム・
テ
ル
』

序じ
ょ
き
ょ
く 曲
よ
り

「
ス
イ
ス
軍ぐ
ん

の
行こ
う
し
ん 進
」

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン（
17
70
-1
82
7）
：

交こ
う
き
ょ
う
き
ょ
く

響
曲
第だ
い

5
番ば
ん 『
運う
ん
め
い 命
』

第だ
い

1
楽が
く
し
ょ
う 章
よ
り

シ
ベ
リ
ウ
ス（
18
65
-1
95
7）
：

交こ
う
き
ょ
う
し

響
詩

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
』

ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

き
ち
ん
と
練れ
ん
し
ゅ
う 習
し
て

お
き
た
い
と
思お
も

い
ま
 す
！

コ
ン
サ
ー
ト
は
8
0
名め
い

の

フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
…
…
、

今い
ま

か
ら
と
て
も
楽た
の

し
み
で
す
！

̶
月
̶
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、

み
ん
な
で
準じ
ゅ
ん
び

備
し
て
き
ま
し
た

顔
か
お

が
見み
え
る
ほ
ど

近
ち
か

い
距き
ょ
り 離
で
東
と
う
き
ょ
う 京
フ
ィ
ル
を

聴き
け
て
よ
か
っ
た
！

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽がっ

き 器
も
ご
紹しょ
うか

い 介
。

み
ん
な
で
歌か

し 詞
を

考かん
が え
ま
し
た
。

「
ア
～
～
～
ウ
！
」

 ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

 音お
ん
が
く 楽
に
合あ
わ
せ
て
ポ
ー
ズ
！

先せ
ん
せ
い 生
も
歌か

し 詞
を
考かん
が え
ま
す
。

と
う
き
ょ
う

「
あ
り
が
と
う
！
」

「
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
会あ
お
う
ね
！
」

東とう
きょ

う 京
フ
ィ
ル
の
み
ん
な
と

一い
っ
し
ょ 緒
に
練れん
しゅ

う 習
し
ま
し
た
。

文ぶ
ん ：
柴し
ば
た 田
 克か
つ
ひ
こ 彦

解か
い

　
　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
：
歌か

げ
き 劇『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
』
序じ
ょ
き
ょ
く 曲
よ
り「
ス
イ
ス
軍ぐ

ん

の
行こ

う
し

ん 進
」

 
　
　
  
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽が
っ
き 器
、紹し

ょ
う
か
い 介
し
ま
す〈
楽が
っ
き 器
紹し
ょ
う
か
い 介
コ
ー
ナ
ー
〉

 
　
　
  
指し
き
し
ゃ

揮
者
に
な
っ
て
み
よ
う
！〈
指し

き 揮
体た
い
け
ん 験
コ
ー
ナ
ー
〉

　
　
ブ
ラ
ー
ム
ス
：
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞ぶ

き
ょ

く 曲
第だ

い

5
番ば

ん

 

 
 

　
　
シ
ャ
ー
マ
ン
兄き
ょ
う
だ
い 弟
：
小ち

い

さ
な
世せ

か
い 界

 
 

　
　
 ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交こ
う
き
ょ
う
き
ょ
く

響
曲
第だ

い

5
番ば

ん 『
運う

ん
め

い 命
』
第だ
い

1
楽が
く
し
ょ
う 章
よ
り
 

 
 

　
　
シ
ベ
リ
ウ
ス
：
交こ
う
き
ょ
う
し

響
詩『
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
』

 
 

　
　
校こ

う
か 歌
  
  

み
ん
な
で
鳴な

ら
そ
う！

み
ん
な
で
歌う
た

お
う！

説せ
つ

プ
ロ
グ
ラ
ム

速は
や
さ
に
び
っ
く
り
！

き
れ
い
な
音お
と
で
び
っ
く
り
！

大だ
い
迫はく

りょ
く 力
に
び
っ
く
り
！



令
和
２
年
度
 文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業

―
巡
回
公
演
事
業
―

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演

学
校

月
　
　
日（
　
　
）

 ©
上
野
隆
文

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

9月
2日
（
水
） 

鹿
角
市
立
花
輪
中
学
校

9月
3日
（
木
） 

一
関
市
立
室
根
中
学
校

10
月
1日
は

「
国
際
音
楽
の
日
」で
す

19
77
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
要
請
で
設
立
さ
れ
た
国
際
音
楽
評
議
会
と
い
う
会
議
で
、

翌
年
の
19
78
年
か
ら
毎
年
10
月
1日
を
、
世
界
の
人
々
が
音
楽
を
通
じ
て

お
互
い
に
仲
良
く
な
り
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
に「
国
際
音
楽
の
日
」と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
19
94
年
か
ら
毎
年
10
月
1日
を「
国
際
音
楽
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
か
？

「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
―
巡
回
公
演
事
業
―
」

我
が
国
の
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
が
、小
学
校・
中
学
校
等
に
お
い
て
公
演
し
、子
供
た
ち
が
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、子
供

た
ち
の
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、将
来
の
芸
術
家
の
育
成
や
国
民
の
芸
術
鑑
賞
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、子
供
た
ち
に
実
演
指
導
又
は
鑑
賞
指
導
を
行
い
ま
す
。ま
た
、実
演
で
は
、で
き
る
だ
け
子
供
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

メ
イ
ン
イ
ラ
ス
ト
 ： 
タ
カ
ハ
シ
マ
ホ

開
催
日
程
 

開
催
校

東
京
藝
術
大
学
及
び
同
大
学
院
修
了
。
第
10
回
A
.ペ

ド
ロ
ッ
テ
ィ
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
日
本
人
と
し
て

初
め
て
優
勝
。
第
9回
A
.ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
国
際
指
揮
者
コ
ン

ク
ー
ル
に
て
女
性
初
の
受
賞
者
と
し
て
準
優
勝
。
2
0
0
9

年
N
ew
sw
ee
k 
Ja
pa
n誌
に
て「
世
界
が
尊
敬
す
る

日
本
人
10
0人
」に
選
出
。
20
11
年
に
は
、
TB
S系
列
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組「
情
熱
大
陸
」に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
、
同
大
学
院
オ
ペ
ラ

科
修
了
。こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
演
奏
会
や
オ
ペ
ラ
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
出
演
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
音
楽

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
制
作
に
も
携
わ
る
。
20
15
年
よ
り
B
Sフ

ジ「
ポ
ン
キ
ッ
キ
ー
ズ
」に
て
歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
し
て
出
演
、

司
会
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
務
め
る
。ま
た
論
語
指
導
士
の
資

格
を
取
得
し
子
ど
も
論
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
て
活
動
し
、
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
と
学

ぶ
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。

 ©
大
杉
隼
平

　
19
11
年（
明
治
4
4
年
）創
立
の
、
長
い
歴
史
を
も
つ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
メ
ン
バ
ー
は
約
1
4
0
人
、

交
響
曲
や
オ
ペ
ラ
の
演
奏
の
ほ
か
、
N
H
K「
ら
ら
ら
♪
ク
ラ
シ
ッ
ク
」、
テ
レ
ビ
朝
日「
題
名
の
な
い

音
楽
会
」な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
も
演
奏
し
、
1年
間
に
約
60
万
人
の

お
客
様
に
演
奏
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
国
の
指
揮
者
と
共
演
し
、日
本
だ
け
で
な
く
外
国
に

も
訪
問
し
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

検
索

東
京
フ
ィ
ル

司
会

管
弦
楽

指
揮

塚
本
江
里
子

三
ツ
橋
敬
子



Ros
sin

i

Bee
tho

ven

Ver
di

（
鹿
角
市
立
十
和
田
中
学
校
）

　
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
ロ
ッ
シ
ー
ニ
が
、1
3世
紀
の
ス
イ
ス
独
立
運
動
の
ヒ
ー
ロ
ー
、ウ
ィ
リ
ア

ム・
テ
ル
の
活
躍
を
描
い
た
オ
ペ
ラ
か
ら
。幕
あ
け
前
に
演
奏
さ
れ
る「
序
曲
」の
最
後
に
流
れ
る

有
名
な
音
楽
で
す
。ト
ラ
ン
ペ
ット
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
始
ま
り
、
馬
に
乗
っ
て
駆
け
て
い
く
よ
う

な
行
進
曲
が
、さ
っ
そ
う
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
18
24
年
に
完
成
し
た
こ
の
曲
は
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽

だ
っ
た
交
響
曲
に
歌
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
。“
苦
し
み
か
ら
喜
び
へ
”と
い
う
テ
ー
マ

が
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。声
楽
が
加
わ
る
第
４
楽
章
は
、“
人
間
愛
に
よ
る
平

和
”を
歌
っ
た
有
名
な
部
分
。メ
イ
ン
の
旋
律
は「
喜
び
の
歌
」の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
の
作
曲
家
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
約
15
0年
前
に
書
い
た
悲
劇
か
ら
の

１
曲
。エ
チ
オ
ピ
ア
軍
を
破
っ
て
国
に
戻
っ
て
来
た
エ
ジ
プ
ト
の
将
軍
ラ
ダ
メ
ス
ら
が
皆
に
迎
え

ら
れ
る
、華
や
か
な
場
面
の
音
楽
で
す
。ト
ラ
ン
ペ
ット
に
導
か
れ
て
一
行
が
歩
み
を
進
め
る
こ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
行
進
曲
は
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ント
で
も
お
な
じ
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ロ
ッ
シ
ー
ニ
　
歌
劇『
ウ
ィ
リ
ア
ム・
テ
ル
』序
曲
よ
り

   
   
   
   “
ス
イ
ス
軍
の
行
進
”

▼楽
器
紹
介

ロ
ジ
ャ
ー
ス
  『
サ
ウ
ン
ド
･オ
ブ
･ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』よ
り

 
   
ド
レ
ミ
の
歌

▼指
揮
体
験

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
   
交
響
曲
第
５
番『
運
命
』

 
  第
１
楽
章
よ
り

▼オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
身
体
を
動
か
し
て
み
よ
う
 ！

藤
山
一
郎
  新
し
い
朝
が
来
た

服
部
 正
   
ラ
ジ
オ
体
操
第
一

▼「
第
九
」を
歌
お
う
 ！

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
   
交
響
曲
第
９
番『
合
唱
付
き
』

 
  第
４
楽
章
よ
り

各
校
校
歌
の
演
奏

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
　
歌
劇『
ア
イ
ー
ダ
』よ
り
 “
凱
旋
行
進
曲
”

ジ
ョ
ア
キ
ー
ノ・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
 （
17
92
-1
86
8）

歌
劇『
ウ
ィリ
ア
ム・
テ
ル
』序
曲
よ
り
 “
ス
イ
ス
軍
の
行
進
”

ル
ー
ト
ヴ
ィヒ
・ヴ
ァ
ン・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
 （1
77
0-
18
27
）

交
響
曲
第
９
番『
合
唱
付
き
』第
４
楽
章

「
第
九
」が
日
本
で
初
め
て
全
曲
演
奏
さ
れ
た
の

は
第
一
次
世
界
大
戦
中
、徳
島
県
に
あ
るド
イ
ツ

人
捕
虜
収
容
所
で
の
こ
と
。ま
た
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
、東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ

が
統
一
さ
れ
た
際
に
も「
第
九
」は
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。か
つ
て
敵
と
し
て
い
が
み
合
っ

た
人
々
が
声
を
合
わ
せ
て
歌
い
、
共

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、

同
じ
地
球
に
生
き
る
仲
間

と
し
て
認
め
あ
っ
た
の
で

す
。こ
の
よ
う
に「
第
九
」

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

人
々
の
心
を
つ
な
ぎ
、
平

和
を
願
う
音
楽
と
し
て
歌
い

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
人
種

も
、
生
ま
れ
も
、
考
え
方
も
関

係
な
く
、
友
愛
に
満
ち
た
世
界
を

作
ろ
う
－「
第
九
」は
今
も
私
た
ち
に

そ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

解
説
＝
鉢
村
 優

解
説
＝
柴
田
克
彦

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
 （
18
13
-1
90
1）

歌
劇『
ア
イ
ー
ダ
』よ
り
 “
凱
旋
行
進
曲
”

Pr
og

ra
m 

   N
ot

es

第
九
に
つ
い
て

Sy
mp

ho
ny

 N
o. 

9

曲
に
つ
い
て̶
 月
̶
 日
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
か
ら
み
ん
な
で

準
備
し
て
き
ま
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
  Pr

og
ra

m

今
日
、い
よ
い
よ
本
番
で
す！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
様
子
。

少
な
い
人
数
で
迫
力
あ
る
演
奏
に
釘
付
け
！

弦
楽
器
代
表「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」。

音
の
出
る
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

管
楽
器
代
表「
ホ
ル

ン
」。
奥
深
い
音
色

に
う
っ
と
り
で
す！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
第
九
」の

合
唱
を
ド
イ
ツ
語
で
歌
う
練
習
を

し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
公
演
で
会
お
う
ね！

歌
の
練
習
頑
張
っ
て
ね！

打
楽
器
奏
者
は
色
々
な
楽

器
を
演
奏
し
ま
す
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
音
楽
室
の

楽
器
を
借
用
し
ま
し
た
！
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